
増田彩来
ますださら／ 2001年、東
京都生まれ。16歳から写真
家として活動。企業広告、
雑誌、映画スチール、CD
ジャケットなどで活躍。 映
像作家として8㎜作品も手
掛けており、短編映画『カ
フネの祈り』などを発表。
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変わりゆくまちで見つけた
小さな輝き

　京橋、八重洲、日本橋の順に回っ
てみると、それぞれのまちに流れる
空気の違いに驚いた。再開発が進む
京橋では、工事のおかげで遠くのビ
ルの姿が見えたり、気持ちのいい空
が広がった。この景色は、今しか撮
れない“現在進行形の風景”だと感
じた。
　東京駅を中心に人々が活発に動い
ている八重洲では、人や自動車が忙
しなく通り過ぎ、電車が行き交う。
光が絶え間なく動いていくまちの様
子が、私の目には美しく映った。
　日本橋の下を流れる川に、夕方の
光が差し込みキラキラと揺れる水面。

ゆっくりと流れる時間が東京の中心
で感じられてうれしかった。まちに
よって建物の雰囲気も、光の入り方
も、目につく場所や魅力も、それぞ
れ異なる表情を見せてくれたこの撮
影は、心を踊らせ、新しい発見に満
ちていた。
　今回の撮影では、エイトという8
歳の男の子と一緒にまちを歩いた。
年齢は離れていても私にとって親友
のような存在で、彼と一緒に過ごす
時間がとても好きだ。彼の目に映る
世界や感じ方は私にはない“なにか”
があって、それがとても新鮮で、う
らやましくもある。写真を撮ること
とエイトとの時間が自然に重なり合
って、この作品が生まれたと感じて
いる。

　普段はフィルムカメラで撮影して
いるが、今回使用した「RICOH GR
Ⅲx HDF」はコンパクトさのおかげ
で、私の手にすぐになじんでくれた。
フィルムでもデジタルでも、撮りた
いと思った瞬間からシャッターまで
の早さは大事にしているので、GR
はコンパクトで、画面を見てサッと
シャッターを切れるので、直感的に
瞬間を捉えることができた。その直
感は選ぶカメラによって、どの瞬間
に出合えるのかも変化するので、そ
れも写真のおもしろさの一つだと再
認識した。これからも自分なりの視
点で、日常の中にある美しさや瞬間
を、写真を通して見つけていきたい
と思う。
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